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発表内容 昨年、西日本において重症熱性血小板減少症候群（SFTS）患者報告が

相次いだことから、低山帯を中心にマダニ分布を調べ、さらにマダニから

SFTS ウイルス遺伝子の検出を試みた。 

マダニの採集は 2013 年夏季（5～7 月）に若狭地区 3 地点、越前地区 6

地点および奥越地区 6地点の計 15 地点、また秋季（9～10 月）には夏季調

査でSFTSウイルス遺伝子保有マダニが確認された5地点および奥越地区1

地点の計 6地点、合計 16 地点でフランネル法で主に山道沿いで行った。調

査地域の標高は約50～800mの地域が13ヶ所および1,100m以上が3ヶ所で

あった。ウイルスの遺伝子検索は、成虫は個別に、若虫および幼虫は原則

として 5個体をプールして 1検体とした。 

採集個体はチマダニ属ではフタトゲチマダニ（Hl）、キチマダニ（Hf）、

オオトゲチマダニ（Hm）およびヒゲナガチマダニ（Hk）などの 5 種類、マ

ダニ属ではヤマトマダニおよびヒトツトゲマダニの 3 種類、その他にタカ

サゴキララマダニ（At）およびタイワンカクマダニ（Dt）の計 4属 10 種類

であった。夏季では Hl が 7 地点、Hf が 13 地点、Hm が 6 地点、Hk が 3 地

点、At が 9 地点および Dt が７地点から採集できた。秋季では Hl が 2 地点、

Hf が 6 地点および Hm が 3 地点から採集できた。 

SFTS ウイルス遺伝子は、夏季では若狭地区の Hk♂、Hl 若虫および Hm 若

虫、越前地区の Hf 若虫および Dt♀、ならびに奥越地区の Hf 若虫の計７検

体から検出された。秋季では若狭地区の Hl および Hf 若虫、Hm 若虫および

成虫、越前および奥越地区の Hf 若虫の計 22 検体から検出され、夏季に陽

性個体が確認された 5地点のうち 4地点で陽性個体が確認された。 

国立感染研が主に南西日本の調査を基に SFTS ウイルス遺伝子保有種

としたマダニ 5 種（Hf、Hk、Hl、Hm および At）が、北国街道と言われ

る北陸の福井県内でも確認できた点は重要である。実際に、SFTS ウイ

ルス遺伝子は At を除く 4種類および Dt から検出された。このうち、Hl

と Hf はヒト嗜好性が高い種であり、ほとんどが標高約 600m 以下の平地～

低山帯にみた点は疫学的に興味深い。 


